
スノーフェスティバルin越路のステージショーで披露された
「岩田笑遊会」のソーラン踊り２月９日成出農村運動公園
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 主な内容
雪と触れあい遊んだ越路の冬祭り……………２
町の生産調整面積決まる………………………４
全国「みどりの愛護」のつどい参加者募集…５
介護保険料納付方法……………………………６
老人保健、外来の場合に支払う費用…………７
市町村合併情報 Vol.４　…………………………８
高齢者教室のご案内……………………………１４
３月のスポーツ…………………………………１５
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協賛企業 このイベントに各社から
多大なご協賛をいただきました（順不同）

岩塚製菓�飯 塚朝日酒造�朝 日
越後さんとう農協こしじ中央支店来迎寺ヨネックス�塚野山
石油資源開発�長岡市帝国石油�長岡市
�大石組長岡市越後交通工業�長岡市
�永井工業浦�西栄建設浦
トウヨウ�長岡市�中越興業長岡市
大原技術�長岡市�山崎組長岡市
小川興業�西 野�ワシヅ設計長岡市
北陸キャタピラー三菱建機販売�長岡支店浦�小林カメラ来迎寺
�魚　豊来迎寺東日本システム建設�長岡市
�白井組神 谷丸久商店岩 田
共同重機�越路クレーン中 沢�堀井組飯 島
�ナガタイ長岡市�大丸サービス中 沢
鮨　友岩 田どさん子新産店長岡市
�内山車体東 谷新水工業�長岡市
�田中組飯 塚シライ電設�飯 島
�東谷農工東 谷�フェスタ長岡市
大原電業�長岡市�日本旅行長岡支店長岡市
クリーンシステム�来迎寺�工業�長岡市
�農林菌類飯 塚�中浦屋商店来迎寺
�杉本建設来迎寺旅ぷらざエンドウ来迎寺
長岡舗道�長岡市エンドウ美容室来迎寺
�金子建設浦�宮川建設神 谷
酒の栄屋来迎寺�大原鉄工所長岡市
永井歯科医院来迎寺�ナガミネ長岡市
�井口製材所不動沢大矢税理士事務所浦
�彦三楼浦�魚庄飯 塚
�ホープイン中沢中 沢�アドスタジオビッグ長岡市
越路町管工事組合朝 日�グリーン飯 塚
�宮川苑長岡市�ベルダン長岡市
越路町役場職員一同浦�NS．コンピュータサービス長岡市

不動沢、岩田、中島の各区から「ミニかまくら・甘酒・さいの神」のご協力をいただきました。

ころころパクパク雪上レース スノーモービル体験試乗 ウルトラマンタロウと餅つきウルトラマンタロウと餅つき 「ピロキ」のパフォーマンス「ピロキ」のパフォーマンス

岩田笑遊会によるソーラン踊り岩田笑遊会によるソーラン踊り

不動沢メチャイケ隊によるソーラン踊り不動沢メチャイケ隊によるソーラン踊り
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　３回目となる越路町の冬のイベント「スノーフェスティバ
ルin越路」が、２月９日成出農村運動公園で開かれました。
今年は小雪で一時開催も危ぶまれましたが、実行委員会では、
ダンプ約８００台分の雪を運び入れて開催に間に合わせました。
　午前９時から始まった雪像づくりには町内会、職場や子供
会など４１チームが参加、激しく降り続く雪の中作品づくりに
挑戦しました。
　訪れた人は、完成した雪像の見事な出来栄えを楽しみ、つ
きたてのきなこ餅や甘酒のサービスに体を温めていました。
その他抽選会、スノーモービル体験試乗、雪山滑り台やころ
ころパクパク雪上レースなど多様なイベントが行われ、１日
子どもたちの歓声が響いていました。
　夕方、雪も小降りになると特設ステージでは雪像づくりの
表彰が行われ、入賞チームに賞状と記念品が渡されました。
また、ステージショーでは、｢岩田笑遊会」と「不動沢メチャ
イケ隊」がソーラン踊りを披露、ゲストの「ピロキ」による
漫談なども行われ会場を沸かせていました。
　最後は、「さいの神」の燃え盛る炎と、冬の夜空に打ち上げ
られた色鮮やかな花火を堪能し、２００２年のスノーフェスティ
バルin越路の幕は閉じられました。

雪像コンテスト参加チーム
チーム名雪像のタイトルNo　賞

飯塚子供会星のカービー１
飯塚子供会湯婆婆２
岩塚製菓ñチョッパー３
五月会浦島太郎４
西谷中年会Ａネコまねき５
西谷中年会Ｂるんるんくん６
浦中子供会みかん７
地域と歩むñ西栄建設がんばれ日本！めざせ金メダル８
愛をお届けする郵便局獅子頭９
岩野子供会とっとこハム太郎１０
小坂キッズミッフィー１１
信濃有志会信濃の地蔵１２
朝日２００２年ワールドカップ１３
不動沢バスケットボール愛好会飛立てé不動沢へé１４
十楽寺子供会世界平和を願って　プーさん１５敢闘賞
ＵＹＭかまくらを食べたジョーズ１６
沢下条やわらぎ会春１７
あたっしゃーズトトロ１８
だんご’Ｓ感動したé１９
東谷公民館２００２年東谷代表２０
こしじの里成出の金閣２１敢闘賞
袴沢ワールドネコバス２２銅　賞
神谷子供会とっとこハム太郎２３
トトロ愛護協会塚山支配下天下のトトロ様２４
朝日酒造ñ雪像隊雪のイリュージョン２５
朝日酒造ñＯＢ会酒屋もん２６
元町公民分館Ａ西遊記２７金　賞
元町公民分館Ｂポパイ２８銀　賞
役場ヤクバマキバオー２９
ヨネックス親和会Ａスヌーピー３０銀　賞
ヨネックス親和会Ｂくまのプーさん３１銅　賞
みのわの里更生園だるま落とし３２
青年懇談会不ケーキをけっ跳ばせ！３３銅　賞
不動沢リトルチャレンジャー０２　馬３４敢闘賞
永和会ミッキーマウス３５
西野青年会親子かめ３６
ピース地球のかけら３７特別賞
中島子供会馬かった３８
菅沼集落菅沼神楽３９敢闘賞
ñ大石組闘魂é４０
小川興業ñだるま＆かまくら４１

金賞�西遊記”元町公民分館Ａ

銀賞�ポパイ”元町公民分館Ｂ
銀賞�スヌーピー”
ヨネックス親和会Ａ

銅賞銅賞�不ケーキをけっ跳ばせ!”�不ケーキをけっ跳ばせ!”
青年懇談会青年懇談会銅賞�ネコバス”袴沢ワールド

銅賞銅賞�くまのプーさん”�くまのプーさん”
ヨネックス親和会Ｂヨネックス親和会Ｂ

子どもたちに人気の雪山すべり台
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や
さ
し
い
環
境
と
、
園
児
の
健
康

に
配
慮
し
た
施
設
に
な
っ
て
い
ま

す
。

■
越
路
町
ス
ノ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

ス
ノ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
三
台
、
除
雪

ド
ー
ザ
ー
三
台
、
ミ
ニ
ロ
ー
タ

リ
ー
除
雪
車
一
台
及
び
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
車
一
台
が
収
容
で
き
ま
す
。

車
両
の
集
中
管
理
と
運
転
員
詰
め

所
を
備
え
た
こ
と
に
よ
り
、
除
雪

体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

■
飯
塚
教
職
員
住
宅

　

現
在
三
棟
保
有
し
て
い
る
教
職

員
住
宅
の
う
ち
、
岩
田
教
職
員
住

宅
が
、
手
狭
で
老
朽
化
し
て
き
た

た
め
建
て
替
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

教
職
員
の
生
活
環
境
整
備
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
に
密
着
し

た
教
職
員
の
確
保
が
可
能
と
な
り
、

よ
り
一
層
教
育
効
果
の
向
上
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

建
設
が
進
め
ら
れ
て
き
た
、
町

立
こ
し
じ
保
育
園
、
越
路
町
ス

ノ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
飯
塚
教

職
員
住
宅
が
こ
の
た
び
完
成
し
、

二
月
五
日
�
、
完
成
し
た
ば
か
り

の
こ
し
じ
保
育
園
を
会
場
に
、
町

長
は
じ
め
多
数
の
来
賓
、
関
係
者

を
集
め
合
同
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

■
こ
し
じ
保
育
園

　

認
可
保
育
園
の
浦
保
育
園
と
へ

き
地
保
育
園
の
石
津
、
中
野
島
保

育
園
を
統
合
し
た
保
育
園
で
す
。

　

段
差
を
な
く
し
、
す
べ
て
の
人

に
安
全
で
機
能
的
な
バ
リ
ア
フ

リ
ー
施
設
と
し
、
内
装
に
木
材
を

使
用
し
た
暖
か
み
と
潤
い
の
あ
る

午
後
六
時
三
十
分
か
ら
八
時

▼
場　

所　

福
祉
セ
ン
タ
ー
三
階

▼
参
加
無
料

▼
申
し
込
み　

保
健
セ
ン
タ
ー
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�
九
二
―
五
〇
一
一

◎
講
演
会
の
あ
と
で
希
望
す
る
方

に
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
方
は
、
三
月
十
一
日
�
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

う
つ
病
は
、
こ
こ
ろ
の
風
邪
と

い
わ
れ
る
程
、
誰
に
で
も
か
か
る

一
般
的
な
病
気
で
す
。
知
ら
な
い

う
ち
に
ス
ト
レ
ス
を
た
め
こ
ん
で

い
ま
せ
ん
か
。
ス
ト
レ
ス
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
、
う
つ
病
を
予
防

す
る
方
法
を
知
り
ま
し
ょ
う
。

▼
講　

師　

小
出
本
田
病
院
院
長

本
田
建
一
医
師
（
精
神
科
医
師
）

▼
日　

時　

三
月
十
五
日
�

こ
し
じ
保
育
園
の
施
設
一
般
公

開
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

�
三
月
二
十
四
日
∂
午
前
九
時

〜
午
後
三
時
�
三
月
二
十
五
日

∑
午
後
五
時
〜
午
後
八
時

合
同
竣
工
式
挙
行

「
こ
し
じ
保
育
園
」

「
越
路
町
ス
ノ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」の
完
成
を
祝
う

「
飯
塚
教
職
員
住
宅
」園児によるお遊戯が披露されました

働働
きき
ざざ
かか
りり
のの
うう
つつ
病病
予予
防防
〜〜
スス
トト
レレ
スス
とと
健健
康康
〜〜

�
�
�
�
�
�
�
�
	



町史頒布のおしらせ
　各巻とも、役場２階の教育委員会事務局
窓口で頒布しています。
越路町史　通史編　上巻
　　　　（自然・原始・古代・中世・近世）４,０００円
越路町史　通史編　下巻（近代・現世）　　　４,０００円
越路町史　資料編　１　（原始・古代・中世）４,０００円
越路町史　資料編　２　（近世）　　　　　　 ４,０００円
越路町史　資料編　３　（近代・現代）　　　 ４,０００円
越路町史　別　編　１　（自然）　　　　　 　３,５００円
越路町史　別　編　２　（民俗）　　　　　 　３,５００円
　【問い合わせ先】
　　越路町教育委員会　町史編さん室　�９２－５９１０

参加者募集参加者募集
第１３回全国「みどりの愛護」のつどい
　貴重な緑を守り育て親しむとともに、緑の恩恵に感謝し、
豊かな心を育むことを願って、全国のみどりの愛護団体関
係者が一同に会する、第１３回全国「みどりの愛護」のつど
いが、長岡市「国営越後丘陵公園」で開催されます。
　全国規模となるこの式典に越路町民からも多数ご参加い
ただきたく、下記により参加者を募集いたします。
　なお式典当日、会場に入場できる人は事前に申し込みさ
れた人に限られますのであらかじめご了承願います。

▼式典日時　平成１４年４月２７日�
　　　　　　午前９時３０分～午後０時３０分
▼式典会場　長岡市　国営越後丘陵公園
▼行事概要　アトラクション、式典、記念植樹等
▼募集定員　先着１５０名
▼応募方法　３月１５日�までに葉書でお申し込みください。
（葉書の表面）
　　〒９４９－５４９３
　　越路町大字浦７１５
　　越路町役場建設課「みどりの愛護」のつどい係　行
（葉書の裏面）
　参加される人の住所、氏名、年齢、電話番号を記入して
ください。（複数名の記入可）
▼その他
　・　式典会場へ一般車両の入場はできません。
　・　役場から会場までバス送迎をいたします。
　・　越路町に住所を有する人以外は受付けできません。
　・　参加者へは４月に詳細をご連絡します。
▼問い合わせ先
　役場建設課　�９２－５９０４
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国
土
交
通
省
か
ら
越
路
町
が

占
用
を
受
け
た
大
字
岩
野
地
内

の
信
濃
川
河
川
敷
内
農
地
に
つ

い
て
、畑
耕
作（
野
菜
作
り
）を

し
た
い
と
い
う
方
に
有
料
で
お

貸
し
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

次
の
条
件
で
耕
作
者
を
募
集

し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
三

月
二
十
日
ま
で
に
指
定
の
申
込

用
紙
に
記
載
の
上
、
越
路
町
役

場
、農
協
営
農
セ
ン
タ
ー
又
は
岩

野
区
事
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
申
し
込
み
用
紙

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
申
し
込
み
場

所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

▼
賃
貸
期
間

　

平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら

　

平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日

ま
で

▼
賃
貸
料

　
　
a
あ
た
り
平
均
四
、五
〇
〇
円

１０

　
（
道
路
等
の
管
理
費
を
含
む
）

▼
面
積

　

一
区
画
平
均
三
〇
〇
�

　
（
全
体
で
四
二
、〇
七
一
�
）

※
応
募
者
が
多
い
場
合
は
抽
選

で
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課
農
林
振
興
係

　

�
九
二
―
五
九
〇
三

給
と
価
格
の
安
定
を
確
保
し
て
い

く
た
め
の
重
要
な
手
段
で
あ
る
生

産
調
整
を
確
実
に
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
つ
き
ま
し
て

は
、
国
・
県
の
緊
急
支
援
策
に
よ

り
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
農

家
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

国
で
は
、「
米
政
策
の
見
直
し
と

当
面
の
需
給
安
定
の
た
め
の
取
組

に
つ
い
て
」
を
取
り
ま
と
め
、
こ

の
中
で
平
成
十
四
年
度
の
生
産
調

整
規
模
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
三

年
度
の
生
産
調
整
目
標
面
積
と
同

様
の
一
〇
一
万
h
a
（
か
い
廃
分

を
控
除
し
た
目
標
面
積
で
九
十
七

万
h
a
）
と
決
定
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
越
路
町
に
対
し

て
も
、
従
来
分
三
六
六
・
八
〇
h

a
、
緊
急
拡
大
分
二
十
四
・
一
九

h
a
が
配
分
さ
れ
、合
計
三
九
〇
・

九
九
h
a
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
一
月
二
十
五
日
に
開
催
さ

れ
た
町
農
家
組
合
長
並
び
に
水
田

利
用
合
理
化
推
進
協
議
会
に
お
い

て
農
家
に
対
す
る
配
分
は
二
七
・

七
％
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
産
調
整
に
対
す
る
限
界
感
が

強
い
中
で
、
単
年
度
限
り
と
さ
れ

て
い
た
緊
急
拡
大
分
が
平
成
十
三

年
産
米
豊
作
に
よ
る
在
庫
量
増

加
・
需
給
改
善
の
た
め
、
そ
の
ま

ま
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ

の
取
り
組
み
は
、
極
め
て
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
米
穀
の
需

畑
の
耕
作
者
を
募
集

越
路
町
の
生
産
調
整
目
標
面
積
決
ま
る
！

（３９０.９９ha 配分率２７.７％）

平成１４年度生産調整目標面積の配分について

１４米穀年度
　１３年１０月末持越在庫量　　　　　　　　　　　　　　　２１３
　１３年産米生産量　うち計画出荷量　　　　　　　　　　８８１
　生産オーバー分の配合飼料用処理　　　　　　　　　－ １１
　　　　　　　供給量計（２１３＋８８１－１１）　　　　　 　１，０８３
　　　　　　　需要量　　　　　　　　　　　　　　　　９００
　　１４年１０月末持越在庫量（１，０８３－９００）　　　　　 　　１８３

１５米穀年度
　　１４年産米生産量　うち計画出荷量　　　　　　　　　８７６
　　　　　　　供給量計（１８３＋８７６）　　　　　　　 　１，０５９
　　　　　　　需要量　　　　　　　　　　　　　　　　９００
　　１５年１０月末持越在庫量（１，０５９－９００）　　　　　　　 １５９

今後の在庫見通し （単位：万トン）

米の作付面

積に関する

ガイドライン

緊急拡大分

従　来　分

水田台帳（１,４０９.０４ha）
－生産調整目標面積（３９０.９９ha）
＝（１,０１８.０５ha）

平成１３年度と同規模
（２４．１９ha）

平成１３年度と同規模
（３６６．８０ha）

�

�

�
３９０.９９ha

�
�
�
�
�
�
�

▲

▲

▼ ▼

水
田
台
帳
面
積

生
産
調
整

目
標
面
積
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お医者さんにかかるとき

����
外外来来のの場場合合にに支支払払うう費費用用（平成１４年４月１日から）

　老人保健でお医者さんにかかったとき、外来の場合（在宅医療を含む）、自分で支払う
費用（一部負担金）は次のようになります。

●ひとつの医療機関ごとに支払います（医療と歯科は別々に支払います）
かかった費用の１割を負担します

▼
ただし、１か月に負担する上限額が決められています。

１か月の負担の上限額

●院外処方せんで交付されなかった人●
（薬は病院内で処方または薬の処方がなかった人）は

▼
医療機関で　1か月3,200円までを負担します。
大病院（ベッド数が200床以上ある病院）で受診したと
きは医療機関で　1か月5,300円までを負担します。

●院外処方せんで交付された人●
（病院外の薬局で薬を支給された人）は

▼
医療機関で　1か月1,600円までを負担します。
薬局で　　　1か月1,600円までを負担します。
大病院（ベッド数が200床以上ある病院）で受診
したときは
医療機関で　1か月2,650円までを負担します。
薬局で　　　1か月2,650円までを負担します。定額制の診療所では１日につき８５０円を

負担します
　同じ診療所で１か月に５日以上通院した場合は、
その月の５日目以降の通院には負担はありません。
※定額制の診療所の処方せんで、院外の薬局で薬の
支給を受けるときは、薬局での負担はありません。

※月の途中で院外処方が行われ、その時点ですでに１,６００円
（２,６５０円）の負担を超えて支払っていたときは、医療機関の窓
口で超過分が払い戻されます。
※ひとつの医療機関から出された処方せんで、２つ以上の薬
局で薬の支給を受けたときは、それぞれの薬局で支払います。
※異なる医療機関から出された処方せんで、ひとつの薬局で
薬の支給を受けたときは、処方せんを交付した医療機関ごとに
支払います。

��������
厚厚生生年年金金・・共共済済年年金金にに加加入入ししてていいるる方方へへ
該当する方は、一部負担金が２割になりますので、
「退職者医療制度」の加入手続きをしてください。
対象となる人
・国保に加入している人
・厚生年金や各種共済組合などの年金を２０年以上かけた人、も
しくは４０歳以降１０年以上かけた人
・老人保健の適用を受けていない人
加入に必要なもの
・印鑑
・年金証書または裁定通知書
・国民健康保険証

����������

��������	

���������

　一般の国保とは異なる「国民健康保険退職被保
険者証」が交付されます。病院などの窓口でこれ
を提示して診療を受けます。

※入院時の食事代、外来時の薬剤にかかる一部負
担については、定額の自己負担となります。

退職者本人

外来　2割負担
入院　2割負担

扶養家族

外来　3割負担
入院　2割負担

美しく潤い豊かな越路町を目指して
　　　　第１回環境基本憲章策定委員会を開催
　町では２月２１日�、越路町環境基本憲章（仮称）を平成１４年度に
制定することを目標に１２名の委員により同策定委員会を開催し、町
の環境問題や取り組みについて活発な討論が行われました。
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第１号被保険者介護保険料
　

平
成
十
四
年
度
の
第
一
号
被
保

険
者
（
六
十
五
歳
以
上
の
方
）
の

介
護
保
険
料
納
付
方
法
等
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

��
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	

保険料額（１年間）設 定 区 分段 階

１７,０００生活保護費受給者、老齢福祉年金受給者で住民税世帯非課税第１段階

２５,５００世帯全員が住民税非課税第２段階

３４,０００本人が住民税非課税（家族課税）第３段階

４２,５００本人が住民税課税で所得金額２５０万円未満第４段階

５１,０００本人が住民税課税で所得金額２５０万円以上第５段階

■
普
通
徴
収
の
方
の
場
合

（
個
人
納
付
や
口
座
振
替
で
保
険

料
を
納
め
て
い
た
方
）

　

平
成
十
三
年
度
末
時
点
で
の
基

準
年
額
保
険
料
額
を
平
成
十
三
年

度
の
納
期
（
十
二
期
）
で
割
っ
た

額
を
暫
定
期
間
に
納
付
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。（
暫
定
四
月
〜
七
月
、

本
算
定
八
月
〜
三
月
）

★
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

▼
平
成
十
三
年
度
中
に
六
十
五
歳

に
な
ら
れ
た
方

　

現
在
普
通
徴
収（
個
人
で
納
付
）

で
す
が
、
平
成
十
四
年
十
月
分
か

ら
は
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
平
成
十

四
年
四
月
一
日
現
在
に
お
い
て
年

金
保
険
者
（
社
会
保
険
庁
等
）
の

台
帳
に
六
十
五
歳
以
上
の
年
金
受

給
者
と
し
て
氏
名
が
載
っ
て
い
る

こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

注
意
：
受
給
年
金
の
種
類
に
よ
っ

て
特
別
徴
収
で
き
な
い
年
金
も
あ

り
ま
す
。（
例　

遺
族
年
金
・
障
害

年
金
等
）

▼
平
成
十
四
年
四
月
以
降
に
六
十

五
歳
を
迎
え
ら
れ
る
方

　

介
護
保
険
料
の
納
付
義
務
が
発

生
し
ま
す
が
、
前
年
所
得
の
確
定

状
況
等
に
よ
り
、
平
成
十
四
年
八

月
か
ら
普
通
徴
収（
個
人
で
納
付
）

で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
平
成

十
五
年
九
月
ま
で
続
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
平
成
十
四
年
六
月
に

六
十
五
歳
に
な
ら
れ
る
方
は
、
平

成
十
四
年
六
月
か
ら
平
成
十
五
年

三
月
ま
で
の
保
険
料
を
八
月
以
降

毎
月
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
資
格
喪
失
（
死
亡
・
転
出
等
）

の
場
合

資
格
喪
失
日
以
降
に
精
算
し
ま
す
。

▼
特
別
徴
収
の
方
で
年
度
途
中
で

所
得
段
階
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

・
所
得
段
階
が
上
が
っ
た
場
合

普
通
徴
収
と
併
用
に
な
り
ま
す
。

（
年
金
か
ら
も
天
引
き
）

・
所
得
段
階
が
下
が
っ
た
場
合

　

特
別
徴
収
が
中
止
に
な
り
普
通

徴
収
に
な
り
ま
す
。

▼
毎
月
月
末
ま
で
に
そ
の
月
に
六

十
五
歳
を
迎
え
ら
れ
た
（
る
）
方

に
被
保
険
者
証
を
お
届
け
い
た
し

ま
す
。

▼
保
険
料
額
は
、
平
成
十
五
年
度

に
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係
�

九
二
―
五
九
〇
六
又
は
町
民
課
民

税
係
�
九
二
―
五
九
〇
七
ま
で

■
特
別
徴
収
の
方
の
場
合

（
平
成
十
三
年
度
受
給
年
金
か
ら

保
険
料
を
天
引
き
さ
れ
て
い
た

方
）

　

四
・
六
・
八
月
の
各
期
の
保
険

料
は
、
平
成
十
四
年
二
月
分
と
同

額
を
各
期
に
設
定
し
ま
す
。
十
・

十
二
・
二
月
の
各
期
の
保
険
料
は
、

年
額
保
険
料
か
ら
四
・
六
・
八
月

の
納
付
額
を
本
算
定
以
降
の
納
期

（
三
期
）
で
割
っ
て
算
出
し
ま
す
。

特別徴収の方の場合の具体例
　第３段階の方（平成１４年２月の保険料は５,７００円） （単位：円）

（単位：円）

４月～８月納付額　 ５,７００円×３期＝１７,１００円
１０月以降納付額　　３４,０００円－１７,１００円＝１６,９００円
　　　　　　　　　１６,９００円÷３期≒５,６００円
　　　　　　　　　１６,９００円－（５,６００円×３期）＝１００円
　　　　　　　　　※１００円は、１０月分にプラスされます。

年額保険料２月１２月１０月８月６月４月
３４,０００５,６００５,６００５,７００５,７００５,７００５,７００

普通徴収の方の場合の具体例
　第３段階の方（基準額２５,５００円）　　　　　　　　　　　　　 （単位：円）

暫定納付額 ２５,５００円÷１２（平成１３年度納期数）×４（暫定期数）＝８,５００円
期別納付額　８,５００円÷４期＝２,１２５円………………２,１００円
端数調整　　８,５００円－（２,１００円×４期）＝１００円
４月納付額　２,１００円＋１００円＝２,２００円

平成１４年度平成１３年度
暫定額合計７月６月５月４月４月～３月
８,５００２,１００２,１００２,１００２,２００２５,５００円

８月納付期以降～　　　　　　　　　　　　 （単位：円）

年額保険料　　　３４,０００円
暫定納付額　　　 ８,５００円
本算定納付額　　３４,０００円－８,５００円＝２５,５００円
８月以降納付額　２５,５００円÷８期≒３,１００円
端数調整額　　　２５,５００円－（３,１００円×８期）＝７００円
８月納付額　　　 ３,１００円＋７００円＝３,８００円

平成１４年
９月８月７月６月５月４月
３,１００３,８００２,１００２,１００２,１００２,２００

平成１５年平成１４年
３月２月１月１２月１１月１０月
３,１００３,１００３,１００３,１００３,１００３,１００
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て
住
宅
を
改
造
す
る
必
要
が
出
て

き
た
場
合
に
備
え
、
あ
ら
か
じ
め

設
計
上
の
工
夫
を
し
て
お
く
と
改

造
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

高
齢
社
会
を
迎
え
、
高
齢
者
を

は
じ
め
誰
も
が
安
全
に
安
心
し
て

暮
ら
す
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
工

夫
が
あ
る
か
考
え
て
み
て
く
だ
さ

い
。

の
段
差
を
な
く
し
た
り
、
手
す
り

を
つ
け
る
な
ど
の
工
夫
を
し
た
り
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
の
設
備
を
整

え
る
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
た

め
に
は
、
次
の
よ
う
な
改
造
を
は

じ
め
と
し
て
、
住
宅
を
新
築
す
る

際
に
、
将
来
身
体
機
能
が
低
下
し

に
係
る
債
務
に
つ
い
て
は
、
高
齢

者
居
住
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
債

務
保
証
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

賃
貸
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
高
齢

者
向
け
の
優
良
な
賃
貸
住
宅
（
高

齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
）
を
建

設
し
た
り
、
既
存
の
住
宅
を
高
齢

者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
に
し
た
り

す
る
た
め
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
リ

フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合
に
、
国
や
地

方
公
共
団
体
か
ら
補
助
金
や
税
制

上
の
優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
賃
貸
人
が
低
所
得
の
高

齢
者
世
帯
に
対
し
て
家
賃
の
減
額

を
行
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
費
用

に
つ
い
て
も
補
助
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
人
が

安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
床

リ
ー
化
が
な
さ
れ
た
住
宅
は
、
全

住
宅
の
約
三
％
し
か
な
く
、
住
宅

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
遅
れ
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

平
成
十
年
の
統
計
に
よ
る
と
、

住
宅
に
関
わ
る
高
齢
者
の
事
故
死

は
、
約
四
千
四
百
人
で
、
こ
れ
は

高
齢
者
の
交
通
事
故
死
の
人
数
に

匹
敵
す
る
ほ
ど
と
な
っ
て
お
り
、

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

持
家
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

　

高
齢
者
自
身
が
、
持
家
を
バ
リ

ア
フ
リ
ー
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合
、

生
存
時
の
ロ
ー
ン
の
返
済
を
軽
く

す
る
住
宅
金
融
公
庫
の
特
別
な
融

資
制
度
（
高
齢
者
向
け
返
済
特
例

制
度
）
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
生

存
時
は
利
子
の
み
を
返
済
し
、
死

亡
時
に
住
宅
資
産
な
ど
を
活
用
し

て
、
元
金
を
一
括
償
還
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
融
資

急
速
な
高
齢
化

　

我
が
国
で
は
、
欧
米
諸
国
の
二

〜
四
倍
と
、
世
界
で
も
例
を
見
な

い
速
度
で
高
齢
化
が
進
展
し
て
い

ま
す
。
二
〇
一
五
年
に
は
国
民
の

四
人
に
一
人
が
高
齢
者
と
な
り
、

本
格
的
な
高
齢
社
会
に
突
入
す
る

と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
世
帯
構
造
で
も
、
全
世

帯
の
四
割
が
高
齢
者
を
含
む
世
帯

と
な
る
と
と
も
に
、
特
に
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
の

世
帯
が
大
幅
に
増
加
し
、
全
世
帯

の
二
割
に
達
す
る
と
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
遅
れ

　

高
齢
者
の
居
住
の
状
況
は
、
九

割
が
在
宅
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

・
手
す
り
の
設
置

・
段
差
の
解
消

・
車
椅
子
の
通
れ
る
広
い
廊
下
幅

　

の
確
保

と
い
っ
た
基
本
的
な
バ
リ
ア
フ
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�
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高
齢
に
な
る
と
、
室
内
や
廊
下
の
段
差
に
つ
ま
ず
い
て
け
が
を
す
る
の
で
は
な
い
か
、
手
す
り
の
な
い

お
風
呂
や
ト
イ
レ
で
苦
労
す
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
の
住
ま
い
に
関
す
る
不
安
が
生
じ
て
き
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
住
民
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る
た
め
の
取
組
や
工
夫
を
紹
介
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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広い幅の廊下や出入口

　介助車いすが楽に通れる幅に

しておくと、誰もが安全に移動

できます。手すりを設置したり

する配慮も必要です。

広くて使いやすい浴室

　浴室の広さを十分に確保する

などすると介助が容易になりま

す。手すりを設置したり、温度

差をできる限り小さくしたりす

るなどの配慮も必要です。

室内の段差の解消

　部屋の出入口などの段差をで

きる限り小さくしておくと、つ

まずき防止になり、介助車いす

も通りやすくなります。

広くて使いやすいトイレ

　便器の前方または側方に十分

なスペースを確保すると介助が

容易になります。便器は洋式と

します。手すりを設置するなど

の配慮も必要です。
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今
月
は
、
教
育
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
の
比
較
で
す
。

　

人
口
が
少
な
い
市
町
村
ほ
ど
、

一
人
当
た
り
の
教
育
費
が
多
く
な

る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。ま
た
、
施

設
等
の
充
実
度
に
つ
い
て
は
、
市
町

村
の
施
策
や
担
当
職
員
数
に
よ
り

異
な
っ
た
充
実
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
少
子
化
社
会
に
対

応
す
る
学
校
教
育
施
策
や
、
元
気

に
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る

た
め
の
生
涯
学
習
等
の
施
策
が
重

要
と
な
り
、
そ
の
経
費
等
も
増
大

し
て
き
ま
す
。

　

学
校
教
育
で
は
、
完
全
学
校
週

五
日
制
に
よ
り
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
社
会
が
、
よ
り
協
力
し
て
子

供
を
育
て
る
体
制
づ
く
り
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
各
市
町
村

に
お
い
て
は
、
学
校
教
育
と
社
会

教
育
を
合
わ
せ
総
合
的
な
教
育
施

策
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
や
生
涯
体
育
は
、
高

齢
者
に
と
っ
て
も
重
要
で
、
頭
や

体
を
使
う
こ
と
で
、
痴
呆
防
止
や

体
力
維
持
に
役
立
ち
、
医
療
費
増

大
の
防
止
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
は
多
く
の
選
択
肢
の
中
で
、

住
民
が
自
由
に
選
べ
て
、
や
り
た

い
こ
と
を
や
れ
る
、
習
い
た
い
も

の
を
習
え
る
生
涯
学
習
が
求
め
ら

みんなで考えよう市町村合併！
市町村合併情報　Vol.４

比
べ
て
み
よ
う
D

　
　
　
　

教
育
サ
ー
ビ
ス

れ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

選
択
肢
を
増
や
す
に
は
、
職
員

等
の
マ
ン
パ
ワ
ー
が
多
く
必
要
と

な
り
、
ま
た
、
限
ら
れ
た
資
金

（
税
金
）で
効
率
よ
く
事
業
を
行
な

う
こ
と
も
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
解
決
方
法
と
し
て
市

町
村
合
併
は
、
人
員
配
置
や
経
費

の
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

有
効
な
手
段
と
い
え
ま
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
少
子
高
齢
化
が

進
み
、
働
く
世
代
の
人
口
が
減
っ

て
い
き
ま
す
。
財
源
（
税
収
）
を

確
保
す
る
た
め
に
労
働
者
の
負
担

を
上
げ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

越
路
町
で
も
二
〇
一
五
年
に
は
、

四
人
に
一
人
が
高
齢
者
と
な
り
、

生
産
年
齢
層
の
負
担
が
増
す
と
予

想
さ
れ
ま
す
。（
表
２
）

　

こ
う
い
っ
た
社
会
構
造
の
変
化

に
対
応
す
る
た
め
に
も
、
市
町
村

合
併
等
に
よ
り
行
政
の
枠
を
広
げ
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
住
民
の
薄
い

負
担
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
や
施
策

を
行
な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

合
併
研
究
企
画
の
お
問
い
合
わ
せ

　

市
町
村
合
併
準
備
室
ま
で
。

　

�　

―
５
９
１
２

９２

　

Ｅ
メ
ー
ル

gappei@
tow
n.koshiji.niigata.jp

       
   
                    

表１　長岡地域市町村合併研究会構成市町村の教育関係サービス比較

※
ど
う
な
る
少
子
高
齢
社
会

小国町山古志村三島町中之島町栃尾市見附市長岡市越路町
３３４,５４３２０２,４４４５３１,６７５５５０,７９３１,５５３,４９５１,８１５,７９９７,７８７,４５１６９７,４２６Ｈ１２年度決算額（単位：千円）

教育費
４４,８９３８５,３８３７０,８０５４２,２６８６１,３０６４０,８７６４０,８９７４８,０７２人口１人当たり（単位：円）
１（２）１（５）１１（８）１（８）６（１）３１１（２５）公民館数　（ ）は分館の数

２２９児童館数　
（１）（１）１（１）１６（１）施設数　（ ）は図書室等

図書館
９,３７０４,０８５２５,７９８４２,９９２１３０,４４７６０１,７５８７,８０８蔵書数合計（単位：冊）

（１）（１）（１）１（１）１（１）施設数　（ ）は資料館等
博物館

２９１１００７２０１４,５１４２,２８４２０,９６３３８９入場者数（単位：人）
１１教育センター

１１３５２コミュニティセンター
３０地域福祉センター

１１１１２２４５体育館
体育施設 １１２１プール

４３３３６９１３３運動公園他
１２１２文化芸術施設（ホール等）

○○○○○○指導者育成ス
ポ
ー
ツ
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン

振
興
施
策

１６３７４４８５スポーツ教室・クラブ
５出張教室

体育大会少年少女球技マラソン大会市民体育祭駅伝大会
スポーツ大会（主なもの）

野球大会守門マラソン健康ウォーク地域対抗野球大会
１４８？１８１８４８１２社会体育団体
○○○○○施策の有無

国際化推進施策　

スイス・
ロマンモティエ町

ブラジル・
マイリンケ市

アメリカ・
フォートワース市

アメリカ・
サイパン

海外交流先 ドイツ・
トリアー市
ドイツ・
バンベルク市

○○○○育英事業
※重複する施設もあります。　　　　　　　　　　　資料：長岡地域広域行政組合作成「行財政現況調査」より
※空欄は０又は未記入　？は分類不可能

表２　長岡地域市町村合併研究会構成市町村の人口推計表 （単位：円）
小国町山古志村三島町中之島町栃尾市見附市長岡市越路町割合の変化
１５.１１２.１１６.１１９.１１５.５１７.０１６.４１７.３１９９５年（実績）

１４歳以下人口
１３.１６.９１４.３１５.６１１.２１３.６１３.４１３.２２０１５年（推計）
２６.６２９.３２５.５１７.７２３.３１７.３１５.９１９.５１９９５年（実績）

６５歳以上人口
３５.０４４.５２８.７１９.７３３.６２６.４２３.８２６.４２０１５年（推計）

資料：�統計情報研究センター推計値
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行政相談
期日　　３月２２日�
時間　　午前９時～正午
場所　　越路町役場

心配ごと相談
期日　　３月５日、１２日、１９日、２６日
　　　　（毎週火曜日）
時間　　午後１時３０分～午後４時
場所　　福祉センター

国民年金相談
期日　　３月１９日�
時間　　午前９時～午後４時
場所　　越路町役場

今月の町内巡回バス（雪ボタル号）運休日
３月３日�、９日�、１０日�、１７日�、２１日�２３日�、２４日�、３１日�

見

附

市

　心温まる、善意の寄付金をいただき、心から感
謝申し上げます。
　

　２月６日　来迎寺（元町）
　　　　　　　　　　　深井カウ様　５０,０００円
　　　　　　　（深井松治氏逝去に伴う香典返し）

　
　指定寄付金を除く寄付金については、全額「越
路町社会福祉基金」に積み立てます。

善意をありがとうございます

　

明
る
い
未
来
に
向
か
っ
て
、

色
々
な
こ
と
に
興
味
を
持
ち
、
意

欲
的
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

■
募
集
講
座

　

教
養
講
座
（
２
年
制
）、
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
、
パ
ソ
コ
ン
に

よ
る
ワ
ー
プ
ロ
講
座

■
実
施
期
間

　

６
月
〜　

月
ま
で

１０

■
場
所

　

ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡
ほ
か

■
応
募
資
格

　

県
内
在
住
の
概
ね　

歳
以
上
の

６０

方■
応
募
期
限　

４
月　

日
�

２２

■
問
合
せ

　

県
長
寿
社
会
振
興
財
団

�
０
２
５
―
２
８
５
―
１
４
０
０

　

万
一
金
融
機
関
が
破
た
ん
し
た

場
合
で
も
、
預
金
者
１
人
当
た
り
、

定
期
預
金
等
の
元
本
１
千
万
円
ま

で
と
そ
の
利
息
は
、
来
年
４
月
以

降
も
保
護
さ
れ
ま
す
。

　

合
算
し
て
元
本
１
千
万
円
ま
で

と
そ
の
利
息
は
、
あ
く
ま
で
最
低

保
障
で
す
の
で
、
受
け
取
れ
る
の
は

１
千
万
円
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
当
座
預
金
、
普
通
預
金

等
は
平
成　

年
３
月
ま
で
全
額
保

１５

護
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
金
融
機
関
の
窓
口

■
入
学
願
書
受
付

　

３
月　

日
�
ま
で

２８

■
入
学
選
考
日

　

３
月　

日
�
、　

日
�
、　

日

１１

２２

２９

�■
学
校
見
学
・
説
明
会

　

随
時
行
っ
て
い
ま
す

■
資
料
請
求
先

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
カ
レ
ッ
ジ
信
濃

川
テ
ク
ノ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
（
入
学

ガ
イ
ド
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
�
０
１
２

０
―
４
０
５
０
７
０
）

■
内
容

　

雪
割
草
展
示
、
雪
割
草
写
真
展
、

栽
培
相
談
、
即
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど

■
日
時

　

３
月
９
日
�
、　

日
�
午
前
９

１０

時　

分
〜
午
後
４
時　

分
（　

日

３０

３０

１０

は
、
午
後
３
時　

分
ま
で
）

３０

■
場
所

　

国
営
越
後
丘
陵
公
園　

暖
の
館

等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神

障
害
者
、
身
体
障
害
者
の
方
の
不

動
産
や
相
続
、
遺
言
、
贈
与
、
借

金
の
返
済
な
ど
に
関
わ
る
問
題
及

び
介
護
、
福
祉
に
関
わ
る
問
題
に

つ
き
相
談
を
お
受
け
し
、
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
日
時

　

３
月　

日
�
午
前　

時
〜
午
後

１７

１０

４
時
ま
で

■
会
場

　

ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡
（
長
岡
市
弓

町
１
丁
目
）
電
話
で
の
相
談
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
�　

―
３
０
２

３９

２
（
当
日
の
み
）
へ

■
そ
の
他

　

面
談
に
よ
る
相
談
は
、
予
約
制

で
す
。
面
談
に
よ
る
相
談
を
ご
希

望
の
方
は
、
�
０
２
５
―
２
２
８

―
１
７
２
７
へ
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
コ
ー
ス
・
定
員

（
普
通
課
程
２
年
）　

名
５０

・
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

・
情
報
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス

・
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ス

（
短
期
課
程
１
年
）　

名
２０

・
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

・
Ｏ
Ａ
秘
書
コ
ー
ス

■
料
金

　

駐
車
料
、
入
園
料
、
展
示
会
の

入
場
料
は
す
べ
て
無
料
で
す
。

■
休
園
の
お
知
ら
せ

　

３
月　

日
�
〜
４
月　

日
�

１１

１２

■
問
合
せ

　

越
後
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

　

�　

―
８
０
０
１

４７

越
後
丘
陵
公
園「
雪
割
草
ま
つ
り

　

」と
休
園
の
お
知
ら
せ

０２

信
濃
川
テ
ク
ノ
・
ア
カ
デ

ミ
ー
学
生
募
集

司
法
書
士
と
社
会
福
祉
士
に

よ
る
シ
ル
バ
ー
１
１
０
番

平
成　

年
度
新
潟
県
高
齢

１４

者
大
学
学
生
募
集

預
金
の
保
護
の
範
囲
が
変

わ
り
ま
す

○わらべ唄と影絵越後の昔話
期　日　３月１０日�　開演午後２時
会　場　長岡リリックホールシアター
問合せ　�２９－７７１１

○音楽のお祭りだーつつ�
「第９回ライブイン見附」
期　日　３月２４日�　開演午後２時
会　場　見附市中央公民館大ホール
問合せ　�６２－１０５８

○越後早春の奇祭　ほだれ祭
期　日　３月９日�　午前１１時～午後２時
会　場　下来伝地区
問合せ　下来伝地元連絡所（来慶商店）
　　　　�５８－２４０２

○古志の火まつり
期　日　３月２３日�　午後１時～午後７時
会　場　四季の里古志
問合せ　山古志村総務課　�５９－２３３０

長
岡
市

栃

尾

市

山
古
志
村

長岡広域圏ガイド

　広報こしじ２月号表紙の「町の人口」の内容で次の

誤りがありました。お詫びして訂正いたします。

人　　口（正）１４,５２１（誤）１４,５０９

内訳　女（正） ７,５０３（誤） ７,４９１

　こしじ税こうほう第１９号３ページの「中学生の税に

関する作文・標語入賞者」の内容で次の誤りがありま

した。お詫びして訂正いたします。

標語の部（正）山口友里（誤）永井友里

お詫びと訂正
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町の入札状況をお知らせします
落札価格請負業者名事　　業　　名年 月 日
６,８７７,５００円� 永 井 工 業東谷地区農道災害復旧工事Ｈ１４．２．８
９,８１７,５００円� 西 栄 建 設桜づつみ第１３－１３次工事　　　２．１４
９,４５０,０００円長 岡 舗 道 �町道２９３号線道路舗装補修　　　２．１９

■
日
曜
日
開
催
に
つ
い
て

　
　

日
の
日
曜
日
に
本
会
議
を
予

１０
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
日
程
は
、
無
線
放
送
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
不
明
な
点
は
、
議
会
事

務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

�　

―
５
９
０
９

９２

　

平
成　

年
度
の
リ
ハ
ビ
リ
教
室

１３

は
４
月
か
ら　

月
の
間
、
計　

回

１１

１４

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

障
害
を
持
っ
て
い
て
も
、家
に
と

じ
こ
も
る
こ
と
な
く
住
み
慣
れ
た

地
域
の
中
で
社
会
生
活
を
送
る
と

い
う
目
的
で
、月
に
１
〜
２
回
来
迎

寺
の
保
健
セ
ン
タ
ー
に
集
い
、心
身

の
リ
ハ
ビ
リ
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　

リ
ハ
ビ
リ
教
室
は
、介
護
が
必
要

に
な
る
状
態
を
予
防
す
る
た
め
の

集
い
で
す
の
で
、
介
護
保
険
の
申
請

を
行
っ
て
い
な
い
方
が
主
に
対
象
に

な
り
ま
す
。
脳
卒
中
後
遺
症
や
何

ら
か
の
疾
病
、
障
害
で
体
が
不
自

由
な
方
、
外
出
の
機
会
が
少
な
い

と
い
う
方
、
リ
ハ
ビ
リ
教
室
「
花
草

会
」に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
内
容

・
軽
体
操

・
外
出

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等

■
そ
の
他

　

バ
ス
の
送
迎
も
あ
り
ま
す
。

　

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

を
越
路
町
役
場
で
行
い
ま
す
。

　

売
買
の
ト
ラ
ブ
ル
、
金
銭
の
貸

借
、
サ
ラ
金
、
交
通
事
故
に
よ
る

損
害
賠
償
、
土
地
境
界
、
相
続
な

ど
法
律
に
関
す
る
相
談
が
無
料
で

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

相
談
に
関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
の
で
安
心
し
て
お
受
け
く
だ

さ
い
。

■
日
時

　

３
月　

日
�
午
後
１
時　

分
〜

２２

３０

午
後
４
時

■
場
所　

越
路
町
役
場

■
弁
護
士　

高
橋
賢
一
さ
ん

■
そ
の
他

　

時
間
の
都
合
で
相
談
者
は
６
人

ま
で
で
す
。
電
話
等
で
予
約
を
取

り
ま
す
の
で
３
月　

日
�
ま
で
に

１５

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当

日
行
政
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
申
込
先

　

役
場
総
務
課
総
務
係

�　

―
５
９
０
１

９２

　

平
成　

年
第
１
回
議
会
定
例
会

１４

を
３
月
６
日
�
か
ら　

日
�
ま
で

１９

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
議
の
日
程
は
６
日
�
町
長

の
施
政
方
針
説
明
、
７
日
�
予
算

等
の
審
議
、　

日
�
一
般
質
問
を

１０

行
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
、
創
業
者
の
皆
さ
ん

が
導
入
を
希
望
す
る
設
備
を
公
社

が
か
わ
っ
て
購
入
し
、
長
期
か
つ

低
利
に
よ
り
割
賦
販
売
ま
た
は

リ
ー
ス
し
ま
す
。

■
設
備
資
金
貸
付
制
度

　

中
小
企
業
、
創
業
者
の
皆
さ
ん

が
設
備
を
導
入
す
る
際
、
そ
の
購

入
代
金
の　

％
以
内
を
無
利
子
で

５０

融
資
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

常
時
の
従
業
員
数
に
よ
り
、
ご

利
用
い
た
だ
け
る
制
度
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
	
新
潟

県
中
小
企
業
振
興
公
社
設
備
資
金

課
（
�
０
２
５
―
２
８
５
―
０
０

２
５
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

県
で
は
、
県
民
参
加
型
の
開
か

れ
た
県
政
の
推
進
と
多
様
化
す
る

県
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
の
た
め
、
広

く
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
仕
事

　

年
５
回
程
度
、
県
政
の
施
策
の

中
か
ら
特
定
の
テ
ー
マ
を
示
し
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
レ

ポ
ー
ト
形
式
で
回
答
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。ま
た
、
月
１
回
、
県
の
テ

レ
ビ
番
組
や
広
報
紙
の
内
容
に
つ
い

て
評
価
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

平
成　

年
４
月
１
日
現
在
県
内

１４

に
お
住
ま
い
の　

歳
以
上
の
方
で
、

２０

■
問
合
せ
・
申
込
み

　

３
月　

日
�
ま
で
に
保
健
セ
ン

２２

タ
ー（
�　

―
５
０
１
１
）へ

９２

　

交
通
事
故
、
傷
害
、
詐
欺
な
ど

の
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
て
、
犯
人

の
処
罰
を
警
察
官
や
検
察
官
に
求

め
た
け
れ
ど
、
検
察
官
は
不
起
訴

処
分
に
し
て
し
ま
っ
た
。
ど
う
し

て
も
納
得
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う

な
場
合
に
は
検
察
審
査
会
に
審
査

申
立
て
が
で
き
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
の

あ
る
人
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ

た　

人
の
検
察
審
査
員
が
、
不
起

１１
訴
処
分
に
誤
り
が
な
か
っ
た
か
ど

う
か
な
ど
を
審
査
し
ま
す
。
審
査

の
結
果
に
よ
っ
て
は
、
不
起
訴
処

分
の
見
直
し
を
求
め
ま
す
。

　

不
起
訴
処
分
に
納
得
で
き
な
い

場
合
は
、
検
察
審
査
会
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

長
岡
検
察
審
査
会
事
務
局
（
新

潟
地
方
裁
判
所
長
岡
支
部
内
）

　

�　

―
２
１
４
１

３５

　

	
新
潟
県
中
小
企
業
振
興
公
社

で
は
、「
設
備
貸
与
制
度
」
お
よ
び

「
設
備
資
金
貸
付
制
度
」に
よ
り
中

小
企
業
の
皆
さ
ん
の
経
営
基
盤
強

化
、
創
業
を
支
援
し
て
お
り
ま
す
。

■
設
備
貸
与
制
度

新
潟
県
の
発
展
に
熱
意
を
お
持
ち

の
方
。
た
だ
し
、
公
務
員
、
公
職

選
挙
法
に
よ
る
公
職
に
あ
る
方
、

県
の
委
嘱
し
た
他
の
モ
ニ
タ
ー
の

方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

■
募
集
期
間

　

３
月　

日
�（
当
日
消
印
有
効
）

３１

■
問
合
せ
・
申
込
み

　

応
募
方
法
等
詳
し
く
は
、
県
庁

総
務
部
広
報
広
聴
課
広
聴
係

�
０
２
５
―
２
８
０
―
５
０
１
５

　

三
古
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

で
は
、
地
域
の
先
輩
農
業
者
を
塾

長
と
し
て
、
農
業
技
術
や
知
識
、

経
営
理
念
等
を
学
ぶ
「
ニ
ュ
ー
農

業
塾
」
を
開
講
し
ま
す
。

■
コ
ー
ス

「
稲
作
コ
ー
ス
」「
野
菜
栽
培
コ
ー

ス
」「
花
き
栽
培
コ
ー
ス
」

■
期
間

　

平
成　

年
４
月
〜
平
成　

年
３

１４

１５

月■
場
所

　

塾
長
ほ
場
、
普
及
セ
ン
タ
ー
等

■
対
象

　
　

歳
未
満
の
若
手
農
業
者
及
び

３０
就
農
希
望
者

■
申
込
み
締
切

　

４
月　

日
１５

■
問
合
せ
・
申
込
み

　

新
潟
県
三
古
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
担
い
手
育
成
担
当

�　

―
２
３
３
４

３５

平
成　

年
度
県
政
モ
ニ
タ

１４

ー
募
集

検
察
審
査
会
を
ご
存
知
で
す
か

中
小
企
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
、

創
業
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す

議
会
定
例
会
の
お
知
ら
せ

無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す

平
成　

年
度
リ
ハ
ビ
リ
教
室

１４

「 
花
草
会 
」参
加
者
募
集

は
な
そ
う
か
い

平
成　

年
度
三
古
ニ
ュ
ー
農

１４

業
塾
受
講
生
募
集



広報こしじ 平成１４年３月号13

　

そ
ろ
そ
ろ
厚
手
の
冬
物
衣

類
を
し
ま
う
時
期
。
長
期
収

納
す
る
衣
類
は
、
一
度
し
か

着
て
い
な
く
て
も
洗
濯
し
、

十
分
に
乾
か
し
て
か
ら
し
ま

う
こ
と
が
大
切
で
す
。
冬
物

に
多
い
毛
、
絹
、
ポ
リ
エ
ス

テ
ル
な
ど
の
繊
維

は
、
特
に
防
虫
剤
を
必
要
と
す

る
の
で
、
忘
れ
ず
に
入
れ
ま

し
ょ
う
。

　

主
な
防
虫
剤
に
、
ナ
フ
タ
リ

ン
、
し
ょ
う
の
う
、
パ
ラ
ジ
ク

ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
系
、
ピ
レ
ス
ロ

イ
ド
系
が
あ
り
ま
す
。
ナ
フ
タ

リ
ン
は
防
虫
効
果
が
高
く
衣

類
全
般
に
使
え
ま
す
が
、
に
お

い
が
強
い
の
が
難
点
で
す
。

し
ょ
う
の
う
は
和
服
や
和
装

小
物
向
き
。
パ
ラ
系
は
天
然
繊

維
、
化
学
繊
維
の
防
虫
に
適
し
て
い
ま

す
が
、
ビ
ニ
ー
ル
製
品
、
合
成
皮
革
に

は
不
向
き
。
ピ
レ
系
は
無
臭
で
、
皮
革

製
品
、
毛
皮
を
含
め
衣
類
全
般
に
使
え

ま
す
が
金
属
の
ボ
タ
ン
な
ど
は
変
色
す

る
こ
と
が
あ
る
の
で
要
注
意
で
す
。

　

ピ
レ
系
を
除
く
三
種
類
は
、
混
用
す

る
と
化
学
変
化
を
起
こ
し
て
シ
ミ
の
原

因
に
な
る
の
で
気
を
つ
け
て
。

　

防
虫
剤
は
収
納
ケ
ー
ス
や
引
き
出
し

の
四
隅
、
衣
類
の
間
、
上
に
置
き
ま
す
。

防
虫
剤
が
気
化
し
た
ガ
ス
は
空
気
よ
り

重
い
の
で
、
上
部
に
少
し
多
め
に
置
く

と
効
果
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、

湿
気
は
下
に
た
ま
り
が
ち
な

の
で
、
収
納
ス
ペ
ー
ス
の
下
に

除
湿
剤
を
置
い
た
り
除
湿

シ
ー
ト
を
敷
き
込
ん
で
お
く

と
湿
気
対
策
に
効
果
が
あ
り

ま
す
。
ハ
ン
ガ
ー
に
か
け
て
収

納
す
る
場
合
は
、
間
隔
を
空
け
、

通
気
性
の
よ
い
不
織
布
の
カ

バ
ー
を
か
け
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

衣�
防虫剤の上手な使い方 

ここのの保保育育園園ととももももうう少少ししででおおわわかかれれだだねね

雪雪ああそそびびだだーーいいすすきき ここままままわわししななららままかかせせとといいてて

わわるるいいオオニニははややっっつつけけたたよよ！！
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�
�
�

�

��

�

川　

柳

パ
ラ
ソ
ル
が
菖
蒲
の
如
し
観
光
地

集
団
登
校
色
と
り
ど
り
の
傘
の
列

カ
ラ
フ
ル
の
傘
横
断
歩
道
吸
い
込
ま
れ

絵
手
紙
を
は
み
出
す
元
気
夏
だ
よ
り

夏
だ
よ
り
も
ら
っ
て
元
気
百
倍
に

夏
だ
よ
り
海
か
ら
山
か
ら
子
供
た
ち
へ

里
帰
り
玄
関
か
ら
は
越
後
弁

山
越
せ
ば
祭
太
鼓
の
音
が
す
る

秋
の
風
蟻
の
足
並
み
早
く
す
る

老
い
た
今
並
ん
で
縁
側
秋
日
和

秋
風
に
稲
穂
色
付
き
刈
急
ぐ

柿
好
き
の
児
は
噛
み
な
が
ら
に
っ
こ
り
と

紅
葉
と
柿
も
色
付
く
秋
の
風

軒
先
に
渋
柿
吊
る
し
里
の
秋

着
飾
り
も
親
の
方
か
ら
七
五
三

秋
日
和
カ
メ
ラ
が
の
ぞ
い
た
七
五
三

親
の
見
栄
着
て
祝
詞
聴
く
七
五
三

石
蹴
り
の
小
路
も
消
え
た
郷
の
村

足
元
の
か
す
か
な
風
に
秋
拾
う

七
五
三
孫
の
節
目
へ
緩
む
義
歯

高
橋　

恒
吉

西
沢　
　

強

酒
井　

ミ
ヨ

川
井　

敬
子

川
井　

浩
一

内
山　

義
雄

井
口　

ハ
ツ

高
橋
ヨ
シ
ノ

井
口　

義
篤

西
沢　

ミ
ツ

酒
井　

タ
ケ

長
谷
川
フ
ジ

有
馬　
　

紘

佐
藤　
　

剛

荒
川　
　

彌

平
石　

哲
夫

野
上　

友
吉

佐
藤　

金
弥

　
　

〃　
　

　
　

〃　
　

み
の
わ
の
里
川
柳
を
学
ぶ
会

　
「
越
路
町
小
中
学
校
ホ
タ
ル
の

会
発
表
会
」
が
二
月
一
日
越
路
小

学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
学
校
に
お
け
る
ホ
タ
ル

の
飼
育
や
観
察
は
、
そ
の
方
法
を

学
ぶ
だ
け
で
な
く
「
自
然
を
大
切

に
す
る
心
を
育
て
る
」
と
い
う
目

的
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
発
表
会

で
は
町
内
の
小
中
学
校
の
児
童
、

生
徒
が
一
年
間
の
活
動
を
通
し
て

苦
労
し
た
こ
と
や
発
見
し
た
こ
と
、

そ
し
て
「
ホ
タ
ル
の
里
づ
く
り
」

に
対
す
る
希
望
や
夢
な
ど
を
学
校

ご
と
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
研
究

発
表
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

越
路
小
は
「
ほ
た
る
メ
ロ

デ
ィ
ー
」
と
題
し
て
、
児
童
が
越

路
町
の
自
然
を
守
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
を
込
め
て
作
っ
た
歌
を
元
気

に
合
唱
し
ま
し
た
。

　

塚
山
小
は
「
つ
か
山
た
ん
け
ん

た
い
が
行
く
！
ぼ
く
た
ち
・
わ
た

し
た
ち
の
自
然
」
と
題
し
て
、
ホ

タ
ル
や
生
き
物
に
注
目
し
な
が
ら

塚
山
の
自
然
を
探
っ
て
い
っ
た
こ

と
を
発
表
。
塚
山
の
自
然
環
境
を

み
ん
な
で
大
切
に
し
、
ず
っ
と
ホ

タ
ル
が
住
め
る
自
然
で
あ
る
よ
う

に
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
し
て
い

き
た
い
と
結
び
ま
し
た
。

　

岩
塚
小
は
、「
う
け
つ
ご
う
！
ホ

タ
ル
舞
う
里
、
わ
た
し
た
ち
の
岩

塚
」
と
題
し
て
、
地
区
内
の
ホ
タ

ル
の
い
る
と
こ
ろ
を
調
べ
て
ホ
タ

ル
マ
ッ
プ
に
ま
と
め
そ
の
結
果
を

発
表
。
ホ
タ
ル
の
い
る
と
こ
ろ
は

カ
ワ
ニ
ナ
が
い
て
水
が
大
変
き
れ

い
だ
っ
た
こ
と
な
ど
。

　

塚
山
中
は
、
牛
の
首
の
水
質
調

査
で
上
流
と
下
流
の
水
質
の
違
い

を
調
べ
た
結
果
を
発
表
。
耕
地
整

理
で
ホ
タ
ル
の
数
が
減
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
水
が
き
れ
い
に
な
り

つ
つ
あ
り
ホ
タ
ル
が
増
え
そ
う
で

あ
る
こ
と
な
ど
。

　

発
表
後
に
長
岡
市
立
科
学
博
物

館
の
山
屋
茂
人
学
芸
員
か
ら
昆
虫

に
関
す
る
話
を
聞
き
ま
し
た
。
山

屋
さ
ん
は
「
研
究
は
楽
し
く
や
ら

な
い
と
長
続
き
し
な
い
も
の
、
み

な
さ
ん
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く

だ
い
。」と
励
ま
し
の
言
葉
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

越路小学校

塚山小学校

塚山中学校 岩塚小学校

ホ
タ
ル
が
住
む
越
路
町
の
自
然
を

み
ん
な
で
大
切
に
し
て
い
こ
う
！
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☆☆☆ 3月のスポーツ ☆☆☆☆☆☆　3月のスポーツ　☆☆☆
問　合　せ主　　　　催ところと　き大　　会

※詳細については広
報２月号に掲載

町民綱引大会実行委員会町民体育館３月10日∂第 12 回 町 民 綱 引 大 会

越路町バレーボール協会町民体育館３月17日∂第7回ソフトバレーボール大会

越路町役場　長谷川
@　92－3111

越 路 町 サ ッ カ ー 協 会越中体育館３月24日∂第１０回越路町フットサル選手権

　２月１７日�に湯沢町で長岡地区小学生バレーボール大会

が開催されました。参加したチームは、長岡地区の男女合

わせて４１チームで、６年生主体の今成杯と、５年生以下の

新人大会が行われました。

　今回の大会には越路町JVCより女子２チームと男子１

チームが大会にエントリーし、新人大会（女子）優勝、今

成杯は男女とも３位の成績を収めてまいりました。新人大

会は県大会の予選を兼ねており、長岡地区第１位として３

月３日�、新潟東総合スポーツセンターで行われる県大会

に出場いたします。
５年生が３人、後は４年生以下のメンバー５年生が３人、後は４年生以下のメンバー
でよくがんばりました。でよくがんばりました。

���������	
����� ������������������	
����������������

・『第９回遺跡発掘調査報告会』

  事業団設立１０周年記念公開シンポジウム

・『よみがえる青田遺跡』

～開催のご案内～
日　　時　平成１４年３月９、１０日（土、日）
　　　　　９日�午後１２：３０開場
　　　　　１０日�午前９：００開場
会　　場　新潟テルサ（ホール）
主　　催　・�新潟県埋蔵文化財調査事業団
　　　　　・新潟県教育委員会
問合せ先　�新潟県埋蔵文化財調査事業団
　　　　　　　�　０２５０－２５－３９８１

「大地の会」春の半日巡検　春の米山海岸地層観察
～えっé米山海岸を見ると米山が火山だということが分かるの？～

　「大地の会」では、下記の日程で春の半日巡検を行います。
　今回は米山海岸にて、しま模様の地層や複雑に曲がった
地層、溶岩や火山弾などを観察いたします。
　米山海岸の地層から、身近な大地の変動の面白さを楽し
く体験してみませんか。みなさん、是非お気軽にご参加く
ださい。

日　　時：平成１４年４月７日�午後１時～５時
集合場所：越路町福祉センター
案　　内：新潟第四紀グループ
対　　象：どなたでも（定員５０名）
参　加　費：５００円（保険料、資料代）
　　　　　ただし、小中学生、高校生は無料
申　込　み：４月３日までに電話でお申し込みください。
　　　　　教育委員会　�９２－５９１０

柏
崎
市　

米
山
海
岸
の
地
層
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公民館だより 　公民館は、住民のために教育、学術及び文化に関する各種の事�
業を行い、住民の教育の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生�
活文化の振興、社会福祉の増進に寄与することが目的です。�

13年度　中央学習会の様子

少子高齢化社会の女と男の生き方とは？……。
介護・子育て・家事・仕事、誰がするか決めつけていませんか？
共に無理のない、自分らしい生き方、活き活きと元気に暮らせる町
づくりを考えてみませんか？

　 劇 　『女と男　とりかえ物語』柏崎ももたろう劇団

　講演　『女と男　並んで共に』
　講師　　関根　富紀子　氏　
　　　　　　（かしわざき男女共同参画プラン推進議会　会長）

　○日　時　平成１４年３月１６日�
　　　　　　午後１時３０分～３時３０分
　○会　場　越路町福祉センター
　○対　象　どなたでも
　○申込み・お問い合わせ
　　　　　　越路町教育委員会　社会教育係　�９２－５９１０
　　　　　　
　
※保育ルームを設置いたします。ご希望の方は事前にお申し込みください。
　対象：小学生以下　おやつ代２００円（当日受付にて徴収いたします。）

公民館から劇と講演のご案内

◎英会話教室（上級）

　　期日：３月７、１４、２８日�

　　会場：福祉センター

◎るんるん親子教室

　　期日：３月６日�

　　会場：福祉センター

◎コーラス教室

　　期日：３月１３、２０日�

　　会場：福祉センター

平成１４年度平成１４年度（第３０回）（第３０回） 高齢者教室のご案内高齢者教室のご案内

33月月のの行行事事

～講座開設３０周年　受講者募集～

　中央学習会は福祉センターを主会場に、５月の開

講式から１１月の閉講式まで全１２回。午前は講演、午

後はクラブ活動を中心に行われます。また、視察研

修や一日クラブ活動の日もあります。

　中央学習会につきましては、３月中に各地区の老

人クラブの会長さんを通じて参加者の取りまとめを

いたします。また、老人クラブの会員以外の方で、

受講を希望される方は、教育委員会社会教育係（�：

９２－５９１０）までお問い合わせ下さい。

　出張学習会は町内１６会場で６月より順次開催し、

講演と交通安全教室等を予定しております。申し込

み不要で、どなたでも参加できます。なお、各地区

の日程は広報等でお知らせいたします。
　

　中央学習会、出張学習会とも、多数の皆様の参加

をお待ち申し上げております。

【中央学習会のプログラム】

午　前：全体学習会（家庭生活・社会生活・時事・

健康等について専門講師による講演）

※１４年度は３０周年記念講演を予定しております。

午　後：クラブ活動

（自分の趣味や生きがいを見い出し、仲間づ

くりをするクラブ：全１２クラブ）

書道　　茶道　華道　　俳句　焼き物
水墨画　盆栽　大正琴　ゲートボール
手芸　　囲碁・将棋　　ふるさとの歴史

『豊かな老後を送るため、
　　　　　心身の健康づくりをしましょう』

『友達をつくり、明るい毎日を送りましょう』


